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調査場所① 九島【課題設定の理由】

宇和島では海洋ごみが近年増加し続けている。漁業への損害や海
洋汚染などの問題の発生を未然に防ぐためこの課題を設定した。

【仮説】
条件の異なる海岸を3点にしぼることで、ゴミの発生条件や集まりや
すい場所を特定できる。（図1）

調査場所②、③ 大浦、
きさいや周辺

【研究方法】

①ほかの地域と比べて南予はなぜ海洋ごみが多いのかデータを利
用して明らかにする。
②実際に調査して海洋ごみの発生条件や原因を明らかにする。

【結果】

データ2
「愛媛県海洋プラスチック総合調査」
南予の漂着ゴミの個数は東中予の約2.9倍、
容量は約1.4倍多い。またすべての地点で

「プラスチック類」が最も多く、その中では「カ
キ養殖用パイプ」「カキ養殖用マメ管」の割
合が最も高い。

【考察1】
データ1より南予の地形はリアス海岸になっており、リアス海岸ではその入
り組んだ地形を利用して養殖が盛んである。これらに加えデータ2より養殖

用の漂着ゴミの割合が高いことから、南予が他地域に比べ漂着ゴミの個数
が多いのはリアス海岸の地形を利用した養殖が盛んだからと考えられる。

データ1

【考察2と今後の課題】

調査の結果養殖が盛んな九島では他の調査場所に比べ圧
倒的にゴミが多かった。よって考察1が正しいことが明らかに
なった。

今後は養殖場から排出される海洋ゴミをどうやって防ぐかの
対策と海洋ゴミを利用して何ができるかを考えていきたい。

養殖が盛ん

↑ペットボトル、空き缶、発泡ス
チロールなどのごみ

テトラポットなど入り組んだ場
所では比較的ゴミが多い→

ほとんどゴミがなく、定期的に手入れがされているような状態。


